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ん
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14
知
る

■
ど
ん
な
乱
？

応
仁
元
（
一
四
六
七
）
年
か
ら
文
明
九(

一
四
七
七)

年
ま
で
の
十
一

年
間
、
管
領
細
川
勝
元
の
東
軍
と
山
名
宗
全
（
持
豊
）
の
西
軍
が
戦
っ

ほ
そ
か
わ
か
つ
も
と

や
ま
な
そ
う
ぜ
ん

も
ち
と
よ

た
内
乱
。
京
都
が
主
戦
場
と
な
り
ま
し
た
。
始
ま
っ
た
年
号
だ
け
を
と

り
応
仁
の
乱
と
も
い
い
ま
す
。

嘉
吉
元
（
一
四
四
一
）
年
、
赤
松
満
祐
に
よ
る
六
代
将
軍
足
利
義
教

あ
か
ま
つ
み
つ
す
け

あ
し
か
が
よ
し
の
り

の
殺
害
（
嘉
吉
の
乱
）
を
境
に
幕
府
体
制
が
揺
ら
ぎ
は
じ
め
、
七
代
将

軍
義
勝
の
病
死
後
、
八
代
将
軍
に
就
任
し
た
足
利
義
政
は
、
幕
府
と
将

あ
し
か
が
よ
し
ま
さ

軍
権
力
の
強
化
を
ね
ら
い
ま
す
が
、
側
近
は
言
う
こ
と
を
聞
か
ず
、
政

治
は
混
乱
し
社
会
不
安
が
増
大
し
ま
し
た
。

義
政
に
は
男
子
が
い
な
か
っ
た
の
で
、
寛
正
五
（
一
四
六
四
）
年
、

弟
の
義
視
を
家
督
相
続
者
と
し
て
迎
え
、
前
管
領
細
川
勝
元
を
補
佐
に

よ

し

み

つ
け
ま
し
た
。
そ
の
際
、
も
し
義
政
に
男
子
が
産
ま
れ
て
も
僧
侶
と
す

る
こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
翌
年
十
一
月
、
義
政
の
夫
人
日
野
富
子
が
義
尚
（
後
に

ひ

の

と

み

こ

よ
し
ひ
さ

九
代
将
軍
）
を
出
産
し
、
将
軍
家
世
嗣
の
例
に
従
い
伊
勢
貞
親
の
屋
敷

い

せ

さ

だ

ち

か

で
養
育
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
細
川
勝
元
は
日
野
一
族
や
義
尚
の
補
佐
役

山
名
宗
全
ら
と
対
立
し
ま
し
た
。
特
に
、
細
川
勝
元
と
山
名
宗
全
の
対

立
は
、
足
利
将
軍
家
を
は
じ
め
管
領
畠

山
・
斯
波
両
家
の
家
督
争
い

は
た
け
や
ま

し

ば

や
、
守
護
や
在
地
武
士
の
利
害
関
係
と
結
び
つ
き
、
い
っ
そ
う
深
ま
り

ま
し
た
。

文
正
二
（
一
四
六
七
）
年
正
月
十
七
日
の
夜
、
山
名
宗
全
の
進
言
に

よ
り
将
軍
義
政
に
出
仕
を
禁
じ
ら
れ
た
畠
山
政
長
は
、
自
邸
に
火
を

は
た
け
や
ま
ま
さ
な
が

放
ち
、
上
御
霊
林
（
現
上
京
区
上
御
霊
神
社
附
近
）
に
陣
を
張
り
ま

か
み
ご
り
よ
う
は
や
し

し
た
。
こ
れ
が
、
応
仁
・
文
明
の
乱
の
発
端
で
す
。

洛
中
で
の
大
規
模
な
戦
闘
は
、
応
仁
元
（
一
四
六
七
）
年
九
月
か
ら

十
月
に
行
わ
れ
た
南
禅
寺
附
近
、
東
岩
倉
山
や
相
国
寺
、
船
岡
山
な
ど

な

ん

ぜ

ん

じ

ふ
な
お
か
や
ま

の
合
戦
で
す
。
そ
の
後
、
一
乗
寺
・
山
科
・
醍
醐
・
木
幡
・
嵯
峨
・

い
ち
じ
よ
う
じ

や
ま
し
な

だ

い

ご

こ

は

た

さ

が

伏
見
稲
荷
・
西

岡
・
鳥
羽
・
下

桂
な
ど
洛
外
で
の
戦
闘
が
増
加
、
洛

ふ

し

み

い

な

り

に
し
の
お
か

と

ば

し
も
か
つ
ら

中
で
は
足
軽
に
よ
る
食
糧
運
搬
路
の
切
断
や
放
火
な
ど
の
ゲ
リ
ラ
活
動

が
繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
。

文
明
元
（
一
四
六
九
）
年
、
戦
局
が
地
方
に
広
が
り
、
両
軍
と
も
大

軍
を
率
い
て
京
都
に
押
し
寄
せ
ま
し
た
が
、
合
戦
は
膠
着
状
態
の
ま
ま

文
明
五
（
一
四
七
三
）
年
、
山
名
宗
全
と
細
川
勝
元
が
相
次
い
で
死
亡

し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
戦
闘
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
文
明
九
（
一
四

七
七

年

畠
山
義
就
が
河
内
に
兵
を
引
き

大
内
政
弘
も
本
拠
地
周
防

）

、

、

は
た
け
や
ま
よ
し
な
り

お
お
う
ち
ま
さ
ひ
ろ

す

お

う

に
帰
り
、
他
の
大
名
も
領
国
に
引
き
揚
げ
た
た
め
、
乱
が
終
結
し
ま
し

た
。内

乱
後
、
室
町
幕
府
は
全
国
的
な
影
響
力
を
失
い
、
全
国
各
地
で
戦

闘
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
戦
国
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。
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■
戦
乱
下
の
日
常
生
活

圧
倒
的
な
軍
事
力
を
誇
っ
た
西
軍
に
対
し

東
軍
は

室
町
御
所

花

、

、

（

の
御
所
）
を
中
心
に
「
御

構
」
と
い
う
防
御
陣
地
を
築
き
ま
し
た
。

お
ん
か
ま
え

土
塁
と
堀
で
囲
ま
れ
た
御
構
の
範
囲
は
、
南
は
一
条
、
北
は
現
在
の

寺
之
内
通
、
西
は
小
川
、
東
は
烏
丸
の
各
道
路
で
区
画
さ
れ
た
広
い
範

て
ら
の
う
ち
ど
お
り

囲
に
及
び
、
天
皇
や
上
皇
を
は
じ
め
多
く
の
公
家
、
武
家
、
裕
福
な
町

人
が
避
難
し
、
仮
の
住
ま
い
と
し
ま
し
た
。

御
構
の
外
は
、
西
軍
が
ほ
と
ん
ど
制
圧
し
、
下
京
と
の
連
絡
も
完
全

に
遮
断
さ
れ
、
東
軍
の
味
方
だ
っ
た
比
叡
山
延
暦
寺
の
あ
る
北
か
ら
の

通
路
が
唯
一
外
部
と
連
絡
で
き
る
ル
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

せ
ま
い
御
構
の
中
の
生
活
環
境
は
劣
悪
で
、
し
ば
し
ば
疫
病
や
火
災

が
発
生
し
、
人
々
を
苦
し
め
ま
し
た
。
文
明
三
（
一
四
七
一
）
年
「
赤

疹
」
が
大
流
行
し
た
御
構
の
中
で
は
、
疫
病
の
退
散
を
祈
願
す
る
た
め

に
歌
や
踊
り
が
催
さ
れ
た
り
、
疫
病
の
原
因
で
あ
る
怨

霊
を
鎮
め
る

お
ん
り
よ
う

盛
大
な
御
霊
会
が
開
か
れ
、
多
く
の
見
物
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ご

り

よ

う

え

現
在
、
乱
に
備
え
て
構
築
さ
れ
た
堀
や
土
塁
の
跡
が
、
相
国
寺
境
内

・
烏
丸
一
条
な
ど
で
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
烏
丸
一
条
は
御
構

の
跡
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
戦
い
の
傷
跡

応
仁
・
文
明
の
乱
に
よ
っ
て
、
寺
社
や
公
家
の
邸
宅
は
も
ち
ろ
ん
、

上
京
の
町
の
大
半
が
焼
失
し
ま
し
た

『
応
仁
記
』
に
「
汝
や
し
る
都

。

は
野
辺
の
夕
雲
雀
あ
が
る
を
み
て
も
落
る
な
み
だ
は
」
や
「
花
洛
は
真

ゆ

う

ひ

ば

り

に
名
に
負
ふ
平
安
城
な
り
し
に
、
量
ら
ざ
り
き
応
仁
の
兵
乱
に
依
て
、

は
か

」

。

今
赤
土
と
成
り
に
け
り

と
乱
後
の
町
の
荒
廃
ぶ
り
を
記
し
て
い
ま
す

京
都
近
郊
の
寺
社
も
深
刻
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
洛
中
に
お
け

る
戦
闘
の
中
心
は
上
京
で
あ
り
、
ま
ず
火
が
放
た
れ
た
の
は
、
公
家
や

武
家
屋
敷
で
し
た
。
乱
勃
発
直
後
の
町
の
様
子
は
「
二
条
よ
り
上
、
北

山
東
西
こ
と
ご
と
く
焼
野
の
原
と
成
て
、
す
こ
ぶ
る
残
る
所
は
将
軍
の

御
所

計
也

（

応
仁
略
記

）
と
記
さ
れ
、
花
の
御
所
や
内
裏
、
仙
洞

」
『

』

ば
か
り

御
所
は
焼
け
ず
、
戦
乱
中
の
生
活
基
盤
を
支
え
る
商
工
業
者
の
居
住
地

区
で
あ
っ
た
下
京
に
は
、
ほ
と
ん
ど
火
が
放
た
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

乱
後
の
京
都
の
景
観
は
、
上
京
に
室
町
御
所
を
中
心
と
し
た
東
軍
の

「
御
構

、
そ
の
西
側
対
面
に
西
軍
の
構
、
そ
し
て
、
一
条
通
の
空
堀

」

を
隔
て
て
、
そ
の
南
に
下
京
の
町
が
存
続
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
混
乱

の
中
で
京
の
人
々
は
、
町
の
防
衛
を
学
び
、
自
治
組
織
の
素
地
を
作
り

上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

四角で囲んだ範囲が東軍「御構」のおよその位置。画面左
上に黒い○で示したのが西軍の本拠であった山名宗全邸宅
跡（石標の位置 。）

＊国土地理院長の承認を得て同院発行の数値地図25000
(地図画像)を複製。承認番号平14総複第494号
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歩
く
／
見
る

■
上
御
霊
神
社

上
京
区
上
御
霊
竪
町

か
み
ご
り
よ
う
じ
ん
じ
ゃ

正
し
く
は
御
霊
神
社
。
早
良
親
王
ら
の
怨
霊
の
祟
り
を
鎮
め
る
た
め

さ

わ

ら

創
祀
さ
れ
、
祭
神
は
、
早
良
親
王
・
井
上
内
親
王
・
他
戸
親
王
・
藤
原

吉
子
・
橘

逸

勢
・
文
屋
宮
田
麻
呂
・
吉
備
真
備
・
火
雷
神
。

た
ち
ば
な
の
は
や
な
り

ふ

ん

や

の

み

や

た

ま

ろ

き

び

の

ま

き

び

か
つ
て
御
霊
林
が
広
が
り
、

応
仁
元
（
一
四
六
七
）
年
正
月

十
七
日
の
夜
半
、
こ
こ
に
布
陣

し
た
東
軍
畠
山
政
長
と
西
軍
畠

山
義
就
が
交
戦
し
、
応
仁
・
文

明
の
乱
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

神
社
の
前
に
は
「
応
仁
の
乱
勃

発
地
」
の
石
標
が
あ
り
ま
す
。

■
相
国
寺

上
京
区
今
出
川
通
烏
丸
東
入
相
国
寺
門
前
町

し
よ
う
こ
く
じ

臨
済
宗
相
国
寺
派
大
本
山
。
正
し
く
は
、
万
年
山
相
国
承
天
禅
寺
。

本
尊
は
釈
迦
如
来
。
永
徳
二
（
一
三
八
二
）
年
、
足
利
義
満
が
後
小
松

天
皇
の
勅
許
を
得
て
、
夢
窓
疎
石
を
開
山
に
創
建
し
ま
し
た
。

む

そ

う

そ

せ

き

応
仁
元
（
一
四
六
七
）
年
十
月
、
西
軍
の
山
名
宗
全
が
室
町
御
所
附

近
の
相
国
寺
奪
回
を
も
く
ろ
み
、
畠
山
・
大
内
・
土
岐
・
六
角
・
一
色

な
ど
の
兵
を
挙
げ
東
軍
の
相
国
寺
を
攻
め
、
数
時
間
に
及
ぶ
激
戦
が
あ

り
ま
し
た
。

■
舟
岡
山(

船
岡
山)

北
区
紫
野
北
舟
岡
町
ほ
か

ふ
な
お
か
や
ま

標
高
百
十
二
メ
ー
ト
ル
。
平
安
京
の
東
西
中
心
線
の
延
長
に
あ
り
、

平
安
京
の
北
方
を
守
護
す
る
四
神
の
ひ
と
つ
玄
武
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
ま

げ

ん

ぶ

し
た
。

乱
で
は
、
西
軍
の
軍
事
拠
点
の
ひ
と
つ
と
な
り
、
応
仁
二
（
一
四
六

八
）
年
九
月
初
旬
、
東
軍
の
細
川
勝
元
が
、
西
軍
の
留
守
を
ね
ら
っ
て

船
岡
山
城
を
攻
略
し
ま
し
た
が
、
船
岡
山
城
は
、
両
軍
の
本
拠
地
か
ら

離
れ
て
い
る
上
に
、
簡
素
な
造
り
で
あ
っ
た
た
め
、
陣
地
と
し
て
活
用

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

船
岡
山
公
園
に
は

「
応
仁
永
正
戦
跡
舟
岡
山
」
の
石
標
が
あ
り
ま

、

す
。
な
お
、
こ
の
山
は
歴
史
的
に
「
舟
岡

「
船
岡
」
の
二
つ
の
表
記

」

が
な
さ
れ
ま
す
。

■
法
輪
寺

西
京
区
嵐
山
虚
空
蔵
山
町

ほ

う

り

ん

じ

真
言
宗
。
和
銅
六
（
七
一
三
）
年
、
元
明
天
皇
の
勅
願
に
よ
っ
て
行

基
が
開
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
記
憶
を
増
す
功
徳
の
あ
る
虚
空

蔵
菩
薩
が
本
尊
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
智
恵
を
授
か
る
信
仰
が
あ
り
、
毎

年
三
月
十
三
日
か
ら
二
か
月
間
、
十
三
歳
に
な
っ
た
子
女
が
参
詣
す
る

十
三

詣
り
は
特
に
賑
わ
い
ま
す
。

じ
ゆ
う
さ
ん
ま
い

応
仁
二
（
一
四
六
八
）
年
九
月
、
丹
波
か
ら
上
洛
す
る
細
川
方
の
軍

勢
を
西
軍
が
阻
止
し
た
た
め
、
こ
れ
を
援
助
す
る
た
め
細
川
被
官
の
野

田
泰
忠
が
法
輪
寺
橋
詰
に
出
撃
し
ま
し
た
。

乱
で
焼
失
し
た
後
、
後
陽
成
天
皇
が
復
興
し
、
智
福
山
の
号
を
賜
り

ご

よ

う

ぜ

い

ま
し
た
。

芝
薬
師
堂(
大
興
寺)

左
京
区
浄
土
寺
真
如
町

■
し
ば
や
く
し
ど
う

臨
済
宗
東
福
寺
派
大
興
寺
の
別
称
。
本
尊
薬
師
如
来
。
建
久
七
（
一



）

、

（

）

一
九
六

年

後
鳥
羽
天
皇
が
上
立
売
堀
川
西

現
上
京
区
芝
薬
師
町

に
創
建
。

文
明
元
（
一
四
六
九
）
年
三
月
、
東
軍
細
川
方
の
安
富
又
次
郎
と
京

都
郊
外
西

岡
の
侍
が
芝
薬
師
堂
を
攻
め
、
山
名
宗
全
の
陣
所
近
く
ま

に
し
の
お
か

で
攻
め
込
み
ま
し
た
。

乱
で
焼
失
し
た
後
、
潭
月
寂
澄
が
中
興
し
、
天
台
か
ら
臨
済
に
改
宗

し
、
元
禄
五
（
一
六
九
二
）
年
に
現
在
地
に
移
り
ま
し
た
。

■
山
名
宗
全
旧
跡

上
京
区
堀

や
ま
な
そ
う
ぜ
ん

川
通
上
立
売
下
る

応
仁
・
文
明
の
乱
中
、
山
名
宗

全
の
邸
宅
が
こ
の
地
に
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
後
に
「
山
名
町
」
と
名

や
ま
な
ち
よ
う

付
け
ら
れ
ま
し
た
。
町
内
に
は
、

山
名
宗
全
の
旧
邸
宅
を
示
す
「
山

名
宗
全
旧
蹟
」
の
碑
が
あ
り
、
町
内
で
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
西
陣
の
碑

上
京
区
今
出
川
通
大
宮
東
入

京
都
市
考
古
資
料
館

に
し
じ
ん

前
山
名
方
の
陣
地
は
西
陣
（
西
側

）

。

の
陣
地

と
よ
ば
れ
て
い
ま
し
た

こ
の
名
は
の
ち
に
西
陣
織
で
知
ら

れ
た
地
名
と
な
り
ま
し
た
。
京
都

市
考
古
資
料
館
は
、
大
正
四
（
一

九
一
五
）
年
に
建
て
ら
れ
た
西
陣

織
物
館
を
整
備
し
て
開
館
し
ま
し
た
が
、
考
古
資
料
館
前
に
立
つ
こ
の

碑
は

西
陣
の
由
緒
と
織
物
業
の
沿
革
を
記
し
て
い
ま
す

昭
和
三

一

、

。

（

九
二
八
）
年
建
立
。

■
大
報
恩
寺
（
千
本
釈
迦
堂
）

上
京
区
五
辻
通
六
軒
町
西
入

だ
い
ほ
う
お
ん
じ

せ
ん
ぼ
ん
し
や
か
ど
う

承
久
三
（
一
二
二
一
）
年
求
法
上
人
義
空
が
小
堂
を
建
て
、
仏
像
を

安
置
し
た
の
に
始
ま
り
、
安
貞
元
（
一
二
二
七
）
年
本
堂
が
建
立
さ
れ

ま
し
た
。
嘉
禎
元
（
一
二
三
五
）
年
倶
舎
・
天
台
・
真
言
三
宗
弘
通
の

道
場
と
な
り
、
広
大
な
伽
藍
を
誇
り
ま
し
た
。

応
仁
・
文
明
の
乱
に
よ
っ
て
堂
塔
は
焼
失
し
ま
し
た
が
、
本
堂
の
み

が
奇
跡
的
に
残
り
ま
し
た
。
京
都
市
街
地
に
残
存
す
る
最
古
の
仏
堂
で

国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

(c)2005 京都市 (制作 京都市歴史資料館) ver.1.02
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